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トランジション・タウン藤野の理念と活動者の生活の変化
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The concept of Transition Town Fujino 
and the change of life of civic activists

Yuichi HATAKEYAMA, FSIFEE, Tokyo Gakugei University

　現在の大量生産・大量消費型社会システムは、
資源の浪費、気候変動、生態系の破壊、経済格
差の拡大、さらには人間の心の問題など、様々
な問題を多くはらんだシステムである。このよ
うな社会システムを維持し続けることができた
要因の一つが、石油への依存である。石油の生
産量は近い将来減少に転じると言われており、
転じる前の頂点を「ピークオイル」という。ピー
クオイルを迎えると石油価格が高騰し、食料生
産、製造、輸送、暖房など、生活のあらゆる面
で大きな影響が及ぶ。
　トランジション・タウン（以下 TT）とはピー
クオイルと気候変動という二つの大きな危機を
受け、石油に依存した社会から、持続可能な社
会・生き方にトランジション（移行）していこ
うというイギリスで始まった市民活動であり、
社会実験である。本研究では、日本の TT 活動
の中でも最も先駆的のもののひとつである TT
藤野を取り上げる。
　本研究では、活動者の理念理解と生活での変
化について関係を分析し考察する。本研究はこ
れまで研究があまりなされてこなかった日本に
おける TT の研究の一助となるとともに、市民
が行うまちづくり活動として、TT がどれくら
いの有用性があるかを示す一助になると考えて
いる。
　本研究では、神奈川県相模原市緑区藤野地区
を中心に活動する TT 藤野の活動者を調査対象
とした。藤野地区は神奈川県の最北西端に位置
し、自然豊かな里山の風情を残す土地である（図
１）。また、自然志向の高い移住者が多く、自
然と暮らしに関わる市民活動も盛んな地区であ

図 1　神奈川県相模原市藤野地区の位置

図 2　TT 藤野活動の様子

図 3　TT 藤野のワークショップの様子
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る（図 2、3）。
　調査方法は質問紙調査と聞き取り調査の二つ
の方法で行った。質問紙調査は TT 藤野のワー
キンググループの一つである「地域通貨よろづ
屋」の参加者 216 名に対して郵送法で行った。
　また、質問紙調査の統計データは IBM SPSS 
Statistic 20 を用いて分析を行った。さらに自
由 記 述 に つ い て は SPSS Text Analytics for 
Surveys Ver.4.0.1 を用い、テキスト分析を行っ
た。聞き取り調査は TT 藤野の活動に積極的
に参加しているコアメンバー 4 人を対象として
行った。

　質問紙調査の結果は、配布枚数 216 枚、回
答数、有効回答はともに 28 枚で、回収率は
12.9％であった。
　質問紙調査の結果、78.6％の人が TT 藤野の
理念を知っていると答えた。また、活動に参
加してからの生活習慣の変化も 78.5％の人が

「あった」という結果になった。しかし、SPSS
の分析の結果、「理念理解」と「生活習慣の変化」
に統計的に有意な結果は得られなかった。
　一方で、「活動で得た知識や技能の実生活で
の活用」と「生活習慣の変化」には統計的に有
意な結果が得られた。活動者の生活の変化には
月並みではあるが、活動で得た知識や技能の応

用という日々の積み重ねが重要であると考えら
れる。
　TT 藤野でも重要なキーワードとなる「ピー
クオイル」に関する質問については、石油を使
わない生活に関しては 82.1％の人が肯定的だと
考えている。一方で、生活の質や効率が下がる
可能性について挙げている回答も見られた。
　また、テキスト分析の結果から「石油を使わ
ない生活」が良い理由については、「つながり」
という言葉と、「地域」「人」という言葉以外に
も「自然」という言葉との関係を見てとること
ができた（図 4）。このような結果が出た背景に
は、活動者には石油を使う生活＝都市生活とい
うイメージがあり、また、その都市生活の負の
面（お金への依存や希薄な人間関係など）を経
験していることがあると考えられる。
　コミュニティー、つながりという側面では、
活動者同士のコミュニケーションが増えたと感
じる人は 85.7％に上っている。また、コアメン
バーへの聞き取り調査でも、活動者あるいは自
分自身が TT 藤野に参加してから変わったとこ
ろについて、「人間関係」や「コミュニケーショ
ン」を挙げる人が多かった。
　こうした「つながり」を生む要因として考え
られるのは、「人との出会い」に対する「楽しさ」
や「好奇心」といったものである。

図 4　石油を使わない生活が今の生と比べてより良いものになるか、
その理由（自由記述テキスト）の分析結果


